
                                

　※お申し込み・お問い合せ：お近くのＪＲ北海道の駅・ツインクルプラザ（旅行センター）へどうぞ。お取り扱いのない地域もございます。

出発日

　北海道初の鉄道である「幌内鉄道」は、明治１５（１８８２）年１１月１３日の幌内～手宮間全線開通か

ら今年で１３０周年を迎えます。ＪＲ北海道では、１３０周年を記念し、手宮（現：小樽市総合博物館）か

ら幌内（現：三笠鉄道記念館）までのルートをたどりながら「幌内鉄道」を学び、翌日は夕張の鉄道遺産を

解説付きでめぐる１泊２日の旅行ツアーを企画いたしました。

平成２４年９月７日

☆詳しくは専用パンフレットをご覧ください。

（ＪＲ北海道の主な駅・旅行センターにあります。）

おすすめポイント

幌内鉄道全線開通１３０周年記念ツアー

●1日目は手宮（現：小樽市総合博物館）から幌内（現：三

笠鉄道記念館）まで「幌内鉄道」のルートを辿ります。

幌内鉄道とは・・

　　クロフォードを技師長に任命した開拓使は、明治１３（１８８０）年１１月２８日、北海道初の鉄道である手宮

～札幌間の鉄道営業を開始しました。幌内炭鉱の石炭を手宮港に運ぶために建設されたので「幌内鉄道」と称され

ましたが、幌内から手宮までが全線開通するのは、その２年後の明治１５（１８８２）年１１月１３日でした。全

線開通時のルートは、手宮（現：小樽市総合博物館）を起点に、住吉（現：南小樽駅）、朝里、銭函、軽川（現：

手稲）、琴似を経て札幌に達し、さらに野幌、江別、幌向太（現：幌向）、岩見沢、幌内太（現：クロフォード公

園）を経て炭山近くの幌内（現：三笠鉄道記念館）へと達する線路でした。

募集人員 最少催行人員

宿泊施設

団体旅行／添乗員同行

旅行代金

４名様１室 １名様１室

行程

●小樽駅～札幌駅、苗穂駅～岩見沢駅は団体専用臨時列車

（お座敷車両）にご乗車頂けます。また、車内では抽選会

を予定しております。

●小樽市総合博物館では「幌内鉄道」に関するレクチャー

を行います。

●三笠鉄道記念館では館内を解説付きでご案内いたします。

●2日目は三菱大夕張鉄道保存会の今井一郎事務局長が同

行し、夕張の鉄道遺産を解説します。（都合により変更と

なる場合がございます。）

●北海道鉄道技術館、石炭の歴史村ＳＬ館はこのツアーの

ために特別開館いたします。（ツアー参加のお客様以外の

入館はできません。）

☆★本ツアーに参加されたお客様には「北海道鉄道記念物スタンプラリー」のボーナスポ

イント（5ポイント）を付与いたします。★☆

※ツアーが催行になった場合に、ツアー当日にスタンプ台紙をお持ち頂いたお客様に限ります。お申し込み時に押印はいたしません。

（スタンプ台紙はＪＲ北海道の主な駅・旅行センターにあります。）






